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C －43    ﾒ、体ﾀﾄ 形 の非 対称 性（ 第 手 報 ）－ヽ1ヽ学 生 に つい て 一

蕨児 島 県立 狐大　 〇 茅 野艶 子　 伊地 和 賢 子

目的　~小 営% の体型 を板 家 す るTこめ＼こ.  -／ル エ../ <7 一写真 を用い て平 面計刺 し. t

れ'i'れのﾀﾄ 形I:  あら われ に 左石を の傾 向 を. 隼令 別･  ti 別!こ比 軟糠 討 し ずこ．

方城　 被験 者 は、 禽 哭 島市 立 丁.)ヽ 呼棟 在 俘.の健 康な 呪t8 オ～12 才 ま での 男ir 合 計

千00 h に-) 1ヽて、 昭や 付 耳7  H  .　シ ルI.  ■･/ター1 型Iこよi  写真撮影* 行 っTこ修、今 回

13 そ≪ うら<{ 才C  男 子4?  名、 女 子^ ＼ it ） ■ 10 才（ 男 子裂 紀 女jso 名 ）・ け 才（ 男 子

ぞl/&、女 子肘.& ） リ2 才（ 男? 邪 知、 女J ぞlる ）の4  単令、 男女 合 計 μ ＼  名日 跨賢対

象 としT-. 計 刺 方 法 は、 長 径 項 目 は ノ ギ ス（ﾚzo －ヽ ）i･ 用 い.    角χ は蚕 業
－r-s.

 /)

計刺しT こ． 被験 者り 眼t.　 写 真撮影 ａ し ヵヽ jz 並 びrこ研 賢項 目 は前報 と同 じ であi  .

締 蓼　1  .    A.体ﾀﾄ 形 に おけ る肩 郵 の形 態 は、 柾`知良 否示司 固体政ﾀｸ<  , 今 回 計環い

3別 条中、 方 ＝ 毎（ 豪^    0.5'一以下4  ＝ とみV  T  } o" *  ^  li 16.01 %  Iことど3  'にla  ン左

すV  わろあ肩 下'} の■■() の ＼t H.33 %  を占 め.    残 り2Uf>'/' Ｑ も の は方く 征 モ示 し、 ち‘ー拓恥

･7･出現 率･こ葦 い 順tf-  C ?<  ．001 ）μ み ら れ る.  瓦方 衆の最 大量i 示j 例 は、 口才

男 子14.0°（ 比 方肩 線 傾斜 角覆 ＝35.<＼0）I' あ う.

a.   脇胴 囲 点､高 では、 男女≒各ヽ 尊令 とい こ石 ン菰 のも のの 戯現 率ヵ＼'高く, 瓦方 答 の最

文量 を 示t 例l3-      *?才女 子 ≪  2.40 ，(   比 石脇胴Sl  蔀 命.=  3.･3   )   で`あ る・

3.   屑峰 点､'   脇 胴 囲点､聞 距離r は、 男･$:;&-犀今 とも･ こ瓦方 貳i^ 出現 率i こ顕 葱り 詞肯

苑 い ヽ^' れ七? く ．oo[)  ヵ＼`々 り れil ．-J  に 瓦石 衆≪最 裁量 を示T  伊卜3 、lO 才女 于の2.

ns－､( 比石肩4f.'?-・ 脇胴 囲点.間 距 離 ＝ﾛ.93)  r" 、個 俸 のX,^､ とし て偏 いが゙目 立.フ．

Ｃ－44 人体 計測値 の度数分布の正規 性に関する研 究（ 第１報 ）

－20 ・ 21才 男女15 項目につい てー
お茶 の水女大家政　 柳沢澄子　 ○ 高部啓 子　中井　 秀

目的　 大量生産による既製服では、 サイズ設定は重要な課題の一つであろう。人体

に 関す る量的な計測値の多くは 正規分布すると 言われてい る。 サ イズ設定に際しては、

計測値は平均値・標準偏差・ 相関係数 がその まま意味を持つ正規分布をしてい ること

が望まれる。 私どもは被服構成学の立場から、重要と考えられる計測 項目につい て、

分布の正規性を 検討してみたので報 告する。

方法　 工業技術院に よる既製服 の サA ズ設 定を目的とした日本人の体格調査（19  6 6,

67) におけ る計測原票を 使わせてい ただき、20 ･ 21 才男 女各1,0 00例を抽出し、資料と

した。 身長・前上腸 骨雑高・ 袖丈・背肩幅・ 胸囲・胴囲・腰囲 り

囲・大腿最大囲・頭囲・足長・体重・背 部皮下脂肪 厚・上 腕部皮下脂肪 厚の15 項目に

つい て正規確率紙並びにX' 検定により分布の正規 性を検討しな。

結果　 正規分布をする項目は、男女とも身長・ 前上腸骨 練高・ 袖丈・背肩幅・腰囲

・ 頚付根囲・上腕最大囲・大腿 最大囲・頭囲・足長の10 項 目である。　また胸囲につい

ては、 男子では正規分布、女子では非正規分布を示 す。


